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世
界
遺
産
登
録
に
お
け
る
用
語
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
主
意
書

Ｉ
Ｌ
Ｏ
諸
条
約
に
お
い
て
、
強
制
労
働
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
、
英
語
で
は“forced

labor”

、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は“travail

forcé”

と
い
う
言
葉
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
佐
藤
大
使
が
ユ
ネ
ス
コ
公
用
語
た
る
英
語
で
述
べ
た“forced

to
w

ork”

は
、
同
じ
く
ユ
ネ
ス
コ
公
用
語
た
る
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
す
れ
ば“forcé

de
travailler”

が
最
も
適
当
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。


